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五

二

、

自

分

に

投

資

す

る 

  

二

〇

一

六

年

の
「

月

の

舟

」
、
素

晴

ら

し

い

ス

タ

ー

ト

を

切

っ

て

お

り

ま

す

。 
応

援

会

員

さ

ん

、

ゴ

ー

ル

ド

カ

ー

ド

会

員

さ

ん

が

一

気

に

増

え

ま

し

た

（

ほ

ぼ

倍

増

！

）
。
心

か

ら

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。 
 

さ

ら

に

賑

や

か

に

な

っ

て

、

新

講

座

が

大

盛

況

。
石

田

忠

彦

先

生

の｢

近

代

の

小

説

を

愉

し

む

」
ク

ラ

ス

は

、
日

本

一

。

緻

密

な

ご

講

義

に

あ

り

が

た

く

て

涙

が

出

ま

す

。

塗

木

郁

子

先

生

の

大

人

の

そ

ろ

ば

ん

教

室

は

ス

ピ

ー

ド

感

に

溢

れ

、

活

気

が

あ

り

ま

す

。

堀

之

内

夕

子

先

生

の

「

月

の

う

さ

ぎ 

お

香

教

室

」

は

季

節

の

花

と

香

り

と

文

学

が

融

合

し

た

華

や

か

な

講

座

で

す

。

二

月

五

日

開

講

の

又

吉

秀

和

先

生

の

合

唱

ク

ラ

ス

は

、

た

く

さ

ん

の

受

講

予

約

を

頂

き

、
「

月

の

舟

」

に

明

る

い

歌

声

が

満

ち

る

予

感

。

な

の

は

な

ク

ラ

ス

で

学

習

し

た

北

原

白

秋

の

「

城

ケ

島

の

雨

」

を

歌

う

予

定

で

す

。

ど

の

講

座

も

ぜ

ひ

継

続

し

て

受

講

し

て

く

だ

さ

い

ま

せ

。 
 

今

後

も

素

晴

ら

し

い

講

座

が

続

き

ま

す

。

二

月

七

日

（

日

）

の

月

下

美

人

ク

ラ

ス

は

、

島

村

輝

先

生

（

フ

ェ

リ

ス

女

学

院

大

学

教

授

）

に

よ

り

ま

す

小

林

多

喜

二

「

蟹

工

船

」

の

ご

講

義

。

初

登

壇

の

島

村

先

生

、

ど

ん

な

切

り

口

で

話

さ

れ

る

の

か

、

め

ち

ゃ

め

ち

ゃ

楽

し

み

！

超

お

ス

ス

メ

で

す

。 
 

二

月

の

デ

イ

ジ

ー

ク

ラ

ス

は

デ

ィ

ケ

ン

ズ

が

ご

専

門

の

井

原

慶

一

郎

先

生

の

『

二

都

物

語

』

の

ご

講

義

。

大

雪

の

た

め

延

期

と

な

り

ま

し

た

竹

本

寛

秋

先

生

の

萩

原

朔

太

郎
『

月

に

吠

え

る

』

の

ご

講

義

は

、

二

月

二

八

日

（

日

）
に

決

定

。
三

月

六

日
（

日

）

に

佐

々

木

幹

郎

先

生

に

も

「

詩

の

リ

ズ

ム

～

萩

原

朔

太

郎

を

め

ぐ

っ

て

～

」

の

ご

講

演

を

い

た

だ

き

ま

す

の

で

、
こ

と

ば

の

専

門

店
「

月

の

舟

」

ら

し

く

、
「

詩

」
（

こ

と

ば

の

音

楽

性

）

に

つ

い

て

、

こ

の

機

会

に

連

続

し

て

じ

っ

く

り

と

学

び

た

い

も

の

で

す

。 
 

ち

ょ

っ

と

砕

け

た

と

こ

ろ

で

「

和

の

バ

レ

ン

タ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

」

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

？

気

楽

な

婚

活

イ

ベ

ン

ト

に

し

た

い

な

。
ソ

ロ

男

、
ソ

ロ

女

さ

ん

、

み

ん

な

い

ら

っ

し

ゃ

～

い

。 

大

人

気

の

朝

ド

ラ

「

あ

さ

が

来

た

」

関

連

イ

ベ

ン

ト

は

、

日

本

女

子

大

学

桜

楓

会

理

事

長

の

蟻

川

芳

子

先

生

が

「

月

の

舟

」

に

ご

来

場

、

日

本

女

子

大

学

創

設

に

か

か

わ

っ

た

女

性

実

業

家

広

岡

浅

子

に

つ

い

て

ご

講

演

く

だ

さ

い

ま

す

。

桜

楓

会

鹿

児

島

支

部

と

の

共

催

で

す

の

で

、
参

加

無

料

で

す

が

、
要

予

約

で

す

。 
 

わ

く

わ

く
・
ド

キ

ド

キ

の
「

月

の

舟

」

の

講

座

を

た

く

さ

ん

受

講

し

て

、

自

分

に

投

資

し

ま

し

ょ

う

。「

学

ぶ

」
こ

と

は

消

費

で

は

な

く

、

投

資

で

す

。

学

ん

だ

こ

と

は

魂

の

貯

金

と

な

り

、

人

生

を

豊

か

に

し

て

く

れ

ま

す

。

学

ぶ

こ

と

を

心

底

愉

し

み

、

お

互

い

の

成

長

や

自

立

を

励

ま

し

て

い

く

よ

う

な

「

月

の

舟

」

に

し

て

い

き

た

い

。

さ

ら

に

工

夫

を

重

ね

て

、

愛

と

笑

い

と

癒

し

に

満

ち

た

「

月

の

舟

」

を

創

造

し

て

い

き

ま

す

。

ま

ず

は

今

夏

ま

で

に

ゴ

ー

ル

ド

カ

ー

ド

会

員

一

〇

〇

人

突

破

！

皆

様

の

ご

寄

附

、

応

援

、

ご

協

力

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 
 

 

（

み

た

け

き

み

こ

） 
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